














































を正しく理解するのに必要な能力を指す。さらに社会言語学的能力とは言語が使われ 場での社会的規則に則って適切に言語を使用するための能力である。最後の方略的能力は、コミュニケーションがうまくいかない時に、言い換えたり繰り返したり聞き返したりといった様々な手段を用いて問題を解決する能力である。これら４つの能 は、文部科学省の改革案に従い小・中・高等学校で英語教育を週数時間行うこと すべ 十分 習得できるのだろうか。現実的には、誤解を生まないよう 英語 意思伝達が出来る学習者を育成するためには、目標をより限定し具体的に設定する必要があると考える。本稿で 日本人が英語を使って意思伝達を行えるようになるために、どのよ な知識、能力 優先的身につけたらよいの について考えたい。
まず次節では世界の英語話者の分類を紹介し、それぞれの特徴



























者がいると言われている。つまり、世界で は母語話者よりずっと多くの非母語話者によって使われて というこ にな 。
外円圏と拡張圏で使われている非母語話者の英語は、音声的な

















































































































影響はしないと うことである。機能語や重要で 語に弱形が用いられることはあるが、区別をしなくても意思伝達を妨げることはな 。また、語の連結の仕方やピッチ、リズムが母語話者のものから逸脱していても、問題がない。
以上のように、音声・音韻的規則のうちコミュニケーションの



































, shouldn ’t they? とすべきところが







e have to study about …
６．
do, have, m











通常、教師が時間をかけて熱心に正そうとする間違いが、実はコミュニケーション上の大きな問題 ならないのならば、問題になる部分の指導に時間を割いた方が良いと提案している。よくにな のは語彙の知識である。パラフレーズ（言い換え）をすることでわからない語彙を説明す 技術を身につけてい い話者場合、特に問題が深刻になる。また、英 でイディオムとして使われている表現がリンガ・フランカ英語話者の母語では使われい場合、理解するのは難しい。比喩的な表現やイディオム、句動詞、決まり文句（例えば
 ‘T






















み・不満の表れなのか読み切れなかった」という説明 され いた。このような微妙 ニュアンス 正しく理解で ないと、思わぬ衝突が起きることになり ねないため、これは意識的に学ばないといけない領域な かもしれない。
語彙についても同様の質問をした。 「 （
10）語彙の誤りで問題が
起こると思うか」という問いに３名が「どちらかというと思わない」と回答し、１名は無回答だった。この１名のインフォーマントは「語彙自体を知らないと意思疎通はでき いが、 わゆる母語話者が使うような適切な語彙ではなくても類似した意味の語を使うことができれば、意思疎通はできる」とコメント ていたこれは、 のインフォーマントが
Seidlehofer （
2004 ）のいうとこ









るために、英語の論理構成を用いなければならないと指摘していた。具体的 は、主張や要点を先に述べ、その後にそれを支持するための根拠を示し 最後にもう一度結論として主張を述べる、といっ ような構成である。日本人以外の人がいる場では、日本語特有の文章展開は封印し、自分の主張がより伝わりやすい方法をとるのが賢明であろう。この点も、意識して英語教育に取り入れていかなければならない。５．おわりに
本稿では、日本人がリンガ・フランカ英語を使って国際的なコ






語法などの誤りをあげ、英語学習者が優先的 身につけるべき知識の再確認を促した。さらに、リ ガ フランカ英語を日常的に使用している日本人を対象に、理解されやすい英語はどのようなものだと感じているか調査した。多くの日本人が
/l/ と
/r/ の音を

















































































































































































































































































































































irections and resources. W
orld E






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































13 将来仕事で英語を使おう 考えている人は、ど ような勉強 努力をするべ
きだと思いますか。
